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平成 18年 l月の市町合併によって、深谷市は、北は利根川から、南は流川を越えて I:→．武山地

の麓におよぶ範囲をその,H域とすることとなりました。地勢や地灯的特徴はもとより、そこに所

在している迎跡の時代や内容も、文に多様なものとなっております。

このたび報告·,f f)'IJ行の迎びとなりました橋凩追跡は、縄文時代後期から晩期にかけての翌/~\な

追物を出土する、市内でも数少ない追跡のひとつです。今回の第2次発掘，J,11tでも伐tな追物が
多数：ll)・. し、この近跡においてHまれた人々の,,,活の一端を垣IIり見ることができました。

発掘，凋術によって得られた匁l兄や租科が、 1(1民の皆様にご霞いただけることは、関係者の皆様

のご理解とご協力なくしては実現しえないことであります。だからこそ、，謁査成果を,ti民の皆様
をはじめとする利用者の方々に公開・提供していくことは、私ども文化財保，護に槻わる行のt要
な立務と ti•せましょう。今jn)の成果をrli民の皆様の地岐学習や郷上史研究の一助としていただけ

れば幸いです。

最後に、今回の調代を通じて全lfil的なご理解とご協力を賜った地権者の小川絹様、株式会社し

まむらをはじめとする).!¥]係者の皆様に心より感洲qiし上げ、 1-.r:といたします。

平成20年 3月

深谷rli教育委H会教打艮 猪野幸男

例 け

1. ぶりは埼1,県深谷,Ji小1ifilll'r-橋k{410 番 2 、 411 番 3 における店舗紐設J:•JIに f1巧氾跡発鉗iJrn報{'1,りである。

2. 発掘汎仕は/El-:4町追跡J1J'i会がt体となって')!廂L、繁Pl!作業は深谷,Ii教f委u会がt体となって')!施した
品介経費は'll菜れである株式会社しまむらが(1り！した。

:3. 発掘，謁ftlOIIIIJは平成 17年6)]2011から7JJ 2!l I Iである

4. 発掘，J.'111および幣則作菜は森Fl¥ill郎がりI,'りし、幣fl!/1'菜の・部を古池将緑、介11広太が補助した。

5. 辺跡のJ,~11知,',i測れ及び仝隕l刈 H-1断1l1ili'<Iの作成については、株式会社東）；（航業研究所に委、rtし た 。

6, 整理（午菜の一部および報i'Wの作成については、株式会社シン技術コンサルに委託した
7. :U I汲I物は深谷,11教ft委u会が俣行している

凡例

1. 辺跡船点は1•1*ガ眼挫椋 X = 1 3608.000、 v~ -54872.000 である

2. ,)11.i.l,(令測li<Jの縮尺は I: 400、追物火測図の縮尺は I: 4およびI: 2とし、適'((スケールでぷした

3. 本迫跡のI悶介にあたり、出:l'i'I>{を8rnx8rnのグリッドで1刈drjし、 ,ti」切,・ir,1にアルファペット、東西m:りに数値を付した

4. 辺物硯寮Kの出士．グリッド項nにあたるローマ数祖よHIU'1位をぷす

5. 追物火購l文lにおいて 1:湘の赤彩の範Uりは でぶした
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発掘調査の組織

発掘調査（平成 17年度）

、関が1°1-1<11・ 花l,;I町辺跡濶仕会 公 l~ 古野 ーリJ(IE園町教ff委U会教ffW

・Jf務J,J).J: 持m .、'i(IEl"4町教ff委U会教ff次長）
庶 務番JI,) 利州（化l褐町教ff委U会 I,幹）

渕t肌''ll'im, 関町追跡，~rn会~il"Jn 森F/1,ti郎 (IE悩町教ff委u会t:1'i)

整理作業 ・報告書刊行（平成19年度）

戊が主体名 深谷,Ii教(1委U会 教打 J~ltlff~91
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諜~hli佐人谷 II:雄

文化財保没係!~ ,'i池惰禄
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Ell; 知久裕l~l
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臨時戟u渠bi(l'll't火

整理 ・ 報f'i-.'f~Jjjり l"'r./'i 深谷,1;教行委ll会生~Ii学やI謀文化財保護係 l:fi. 森卜・1°,,1;郎

濶ft参加r,(L, I→存剛）

（現地作衷）新）t-Jl恵{・、飯塚ふじ、大沢節f、i11JIU・ o、!lllllJEt,ど、小林tis,n11、il"iJt-シマ、佐藤キチヱ、が1水Ji;i[、

麻橋卯之占、轟健、"咄ゆり f-、松,i,;がn、Iii淵ぷ,,,

（幣理(1菜），Ii川i'.粁,n-、人木良子笠Iii(淑i{、,'i野みゆき



［ 発掘調査に至る経緯と調査の経過

、り成 17年 2JJ、IEI燐町 ("I時） .k.'わlヽ前lll'i'Ul/;{4 1 0 番地および 411 番地における店漏紐設の、H· 1~ij が

明らかとなった。 /Ef,惧町教tr委日会('り時）は,,,,該地が1Ef,;iJ 町 No.66 - 013 道跡 (f/1~遺跡）地内である

ことを確認し、 •1r 業 hである株式会社しまむらと J<ll 蔵文化財の取り扱いに関すろ協議を開始した

協滋の過代で、 loi]If 3 I J 11 LIおよび 14fl、"l該地においてトレンチ掘n11による試掘，J1M.を‘及施、J.1介．

11'11所からは多hしの縄文J:瑞が出 l:し、 ''l該地に追跡が{f(f. することを確認するに令った
この結果を踏まえて、It園lllf教ff委U会は株式会社しまむらと雌祓文化財の保{fに関する協議を迎め、
店舗紐汲部分における発掘l'IJ'fの火施を決定、 'I'-成 17年 6JI LO「l付けにて株式会社しまむらとitI刹町
迎跳、J.1fi会とのIIりで発掘潤仕業務に関する委，It契約を締結した。

埼 lミ県教付委U会へ発掘，~,f'i. 通知 (177と辺謁発第 II・｝）を提出の」： 、 •f'成 17 年 6/12011 より現地•消

介を開始した。

品t対象地に約 L.900,rlの、;¥'I(i区を設定、発紺i.J.Hfを火施した ，JHflメ．を包含する範11"でグリッド抗を
設定し、北西瑞部を起点として南北111;,jにアルファベット (A-E)、東西/jl<•l に数 'i" (1-1 L)を(-tし、

グリッドJふ氾とした。，団が1ヌほぽ仝域から細文 I:湘が出 I.:したが、特に D、E 16: の5、6グリッドについ
てはft屈跡の(f在する 111(乾代があったため、 f,1-M.を行いつつ掘り fげを進めた。
7 J j 中旬にはJurn の全容がほぽ判明し、 ft~·/跡等、遺構の (i:(J: しないことが確認されたため、包含M

としての掘り ドげを主眼にj:'j(r_を続ける。

7)1 22 1 1 には包含A'1 のけ ff をほぽ完（し、 I•~ 「1 より閲社1,c:·1勺伯及び断rflil~の測址を'½施する。 7IJ 29 11 
に全ての (1,~を,U、JUfを終fした

II 遺跡の地理的環境と周辺遺跡の様相

深谷rliは埼 Iig,¥の北部、北に利根川を挟んで群附駁に面し、 11§に,1>:/1打Ii、東に熊谷rli、llfに寄討町と悦
を接する地'~に位iriすろ
Iヽ'-成 18年 lJ-J I IIの市町合併によって、 lfl深谷rfi、岡祁町、川本町、IE1~1 町がひとつとなり、新 'E 深

谷,11が涎生 した。 その*"'果、rlik史には北'f.部は利根Illによって形成された巾流低地{jfの-部である及沼低
地、,,,_南'Ii部は荒JIIによって形成された叫状地地形である櫛挽台地、更に,vi西ダ』部ば I・.式Ill地と、地形

的特長が概ね -c:_分される地勢を';¥する地術を！↓ることができる

拾保追跡の立地する荒川左Ji!の削/i!段Ir.は櫛挽台地の低位mi、いわゆる,',f/, •lrfri に比定され、櫛挽台地の

I村ダ』部を形成している 。 M/il段丘には更に~l.•lltfii 、 ~/.•l ll 1(1i 、 卜・.tJ1地cf1iなど複数の段丘cfiiをMることが

できる 。 このうち、特に~Ao/地城に縄文時代および占収時代の追跡が111 放鏑認されている 1t/に6-7 llt 

紀に構築された,1,1ii/ In古れ群と、その東Jj約 2kmに所{£する！，I,しIll古JJl群は本地成の歴火において ・1前期を

，記す辺跡である。

縞屈迎跡近隣の氾跡については本格的なJ.Hfが行われておらず、詳細に不明な部分が多いものの、縄文

時代および,•·;JJl時代の追物散布地が多数確品されており、本段丘碩iが掠始、古代において安定的に利）IIさ
れていたfliiliりを示唆するものと月えられる
iヽt安時代になると、縞片辿跡近隣においては該屈I辺跡の分.(Jjが極めて希薄となる 分布の巾心は北膊の
｛段晶い段丘面に移るt/ilaJが泌められるようである この動Iりは.,,世にも続いており、オf町時代のこの地

を本掲地としていた小nrn,氏のものとされる俯跡もこの段斤:1rii」；に確、辺されている 尻川流路の変辺と上
地利J1lの変化があいまった結果である uJff竹：も牙えられ、 OO味深い点である
紙H追跡は深谷 •Ii小 li•IIIl'i'橋駐地内に位inする . r:;1科は約糾 m、辺跡の推定1面梢は約58,000nfに及ぶ
現（［は国近 140fjバイパスによって巾央部がnかれている 今,.. , の、~ti.地は第 1次発掘J1fi.地の北約50m
の地坂に位既している。

‘り初から純文時代道物のll'l./fi地として把肘され、本追跡をUII: 地とする後 ・晩JUJ沢料のIf-(いが知られて
いたが、平成 5年 2Jl-3/JにIE1;4町教n委n会 (''i時）によって火脂された筍 l次発l¥ti,1,'jfi.において、
2軋fの竪i,.tl:(tJ;ill'!l<,2駈の上器埋設逍構、 5)、いの K哄が検出され、縄文時代,,,期～晩期の K瑞、イi湘、
上製品類が出 Kしたことから、縄文時代後期から晩期の集沿辺跡として、）,!Iし地域でも確品数の少ない辺

跡のひとつであることを確，認するにfっている。
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m 検出遺構および出土遺物

検出遺構

今次、関仕において遺構は確，認されていない ，悶'l'i'り初、 0、 じ区の 5、6グリッドで確，辺された逍物集

巾地点にll:lo'l跡の I』I能t1:が想定されたため 、 •f!点的なliり代を‘火施したが、氾構の砿認にはiiらなかった
今fufの国介'f)(_は、 1ti西部を頂部として、概ね束方へ緩やかに傾斜を見せる「l然地形 I:に形成された追物
包含Mの渕介．がじ体となっている 地111の椋1,'6は83111から 84111である

2 出土遺物（第 4図～第 8図）

今回IllI・. した迫物はフラスチックコンテナで約:m箱にのぽる。殆どか縄文時代の辺物であり、破)1・fi
料であった。

本項ではこの中から取り I:げた K沿、石沿、 I・. 製品、石製品について、観察及によって，記述する。
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（）鯖ll'l/1111

囚杖岱サ 否種.It別 u; {m) M 彫曝、心彫のI~徴 仕注亨の打置 Jli I: 
リブド
傭巧

I I: 悶 ・荘n .r! (10.7) 'I'll紘 (11¥l内,r,i内,t) nw置で.R"IJ ,t Cf. 沈織による（勺鴫Z EIO I 餃,:・

2 I: 沿 ・注鉢 1,1 (5.3) 液状"鍼
II綽軍の2集の尺奇J:に鯖みを亀す 'fthtt諭 iこ C51 I 11111,11t 内直に,r,
LR縄文を紐する曇

の沈織をu..-る．

3 I: 沿 ・荘鉢 a 02.3i ,Y.1111 ntt雇で.'f順tt、す北縁る旧沈I縁I.:,I: , R鴫文を兌鳩する.f位のキ
,; 沈 :ui:. よりt.l.11t・tる

D61 j歓It
嶋 11.11り．

11 (19.5) ＂綽置で、代僭 t:,こlf1..lfJが内る捐鴫If.flによる蜻みを轟 IIH内.,:.11:
4 k沿.il! 鉢 j''(7.6) 'l'-11綽

す LR翼文を嶋文とし、そのJ.に沈纏によるz・r状の 1)51 の沈織をー、f"fる，
ス復を編...

5 I: 沿 ・況JI 、'(5.1) '!'lllt •""霞で．沈織9こよる lllfll状文をlll't. D61 餃1;・

6 I: 沿 ・浅鉢 l,l fl (2(3G..8O) ) 'I'll紘
lit, 薦で、 2~のf!tr沈織を轟し、そのI:にIゞr状のM D51 鳩修11.hり．J:teを貼f』IIている

7 I: 岱 ・ 広II~'! ,, (6,3) I尉置で• 四による量状文を籍し 尋響に し鴫火を允鱗 061 破片
；する．

8 l::lll • W,I! J 
または

•l (4.G) 
馴雇で、沈織による鑽〇文を亀し ―f.fr北緯属には鯖み
をffする その檜の沈縁間にU'l縁とを鼻し．さらに" 051 破片
'.j!fll文を｛ヽ する

， I・. 溢・fl,ll J輯~(9(4..9)2) 住II部 c・r. 状1こ帖J:紹を貼t-tけている． C51 --. 
10 t沿 ・況n •l (6,8) 餃状II紘 (uH内I紺I均m

II縁萬で.CIN,l.:irtって浅い沈●Zを●す 搾麟謬に 1 D51 破片I"の虹いける
＂綽雇で、 I:ド i鯛の計 t:.•を貼付け、.,慣！にn遍lti:,』

II I: 沿 • 深鉢 tヽ (5.G) 波伏II紘 (roH内面,~m ・tる LR縄文を鴫文とし• II縁に沿って，＇良い沈織文 t DGI 破1;・
編す 投阻謬にI.tf'IJ? 尺じをiバ＇る．

12 I: お ・flJj " (6,0) 放1/.:11紘 (II!f・ 状）
＂輯饗で．＂ 隕l.'t2鯛の砧I噸を貼flU.餃m欅には 1lt CS I 破Ji・
1の-,,,;:,. ... る

II縁饗で'J:I'2 鯛の砧 t•を貼HU亀 CIWに柑tって平
1:1 I: 沿 • 深鉢 " (7.7) 'l'IJ!* (IIャt内lliil>Jlt) hit織文を轟す そのJ-'Ut配書壽となり、川沈●による 051 破,~

鑽みがみうれる

14 t沿 -m, -'(5.6) 飲伏"紘 <ll!r,m
-, II縁Iii.'.I: ~- 2 鯛~Phlll1Efl f''ける貼帽が籍され．
II●にヽトった沈縁文がみられる，，沢n畢1こは Ilfrn1,!~ C5I 破n・
It-,, しそのドにLR鴫文を編す

＂縁属で． 鰐み戴`と鋼只鑽費宍鬱fflな11lll1ffi,す18にV:はる貼のI.鴫胃R が竃さtし` 沈縁,:J:. 
<I (R.O) 餃伏II紘（いII内1Ai1均Ml “取り ~flた みをft'fる.nWtJ. 

15 I沿~ . !l: 鉢 ,i, こ"'"-翼文 とRL胄tが籍され、 ll6 I 
破JI・

.fl状と構成する

JG I渇l・!,!SJ ,l (6.2) 'I'll喜t(1111内凶i肉I)) ＂鍼魔で. litfflll'II と 't'fr沈●閾：こHlllllll"~又な允 1)5 I 破Jl・
鱗Lている，檜Xとして及織がみら-れ.る．. 

17 I濯I・深鉢 1: ヽ (4.8) 、t'-11li(IIH内~;肉Ml I l鰺畠で、 IJ約：'f!h1"る鶴北贄縁嗜iこにunみを籠ず． 馴罵u
凸を嶋XとしそのI一．に よる(L.Jiながみられる

IJG I 絞,.. 

18 l:Z:. 深鉢 II f.l (2(a4..02) ) ,,,,, .. (帖 t紐貼付柑介llW) II縁繹で.lltt外血に腎状の≪吏＂ズを鼻している． DGI 

19 I: 宮 ・ 深,~ (.! (10.2) 'l'-LI鯰 (I/ii;紐貼(.J覆令II械） II縁纂で、 U鯵flこ釘1,の鑽叫"""ic"' J)fjl 破,;・

20 1:ZI・ 浅針 ti ((;.O) 波状II絨 （枯 I:瘤貼f,/) IIW雇で,11縁液頂Kヽ こ貫遍孔uり.tt繊によるli.l'.1.! 001 餃Ji・
て父火を籍し• I心 l:tlにI.ft鴫文とえ鳩する． 一，＿＿

21 I: 盆 ・＂IQJ!? 
または

ill (3.3) 渋状"'食 ＂綽置で. rflf状文を鼻Lている 041 戟H・

---
22 I: 笞 ・ ~· 科 (6.0) 111, 蕩で、 r創状スを織している 1)5 l 餃H・

23 l: 笞 ・沢け I“ t 7.0 e~ 潰 躊負げデ翼警で.K11'111:; 嗣ftlllをflt る~ 051 I (4.2) 

託“ 9.0 躊血ーm血1こカ・Ifて.,..,.,を編L、窮Iiiの•籐に-鯛-代 D51 24 I: 沿 • 深" : (6.2) ・［溶 訳を"f'る．
25 I: 偶 ,~ 闘 胴部

沈It織賃Iii9え(}の＂ft1!撼•にI決よにる●1ょK轟セ0轟文.,.が亀され．沈織9冒と●釦疇
軍には I.HII文と竃してしる

051 I 
第 1表 出土土器 • 土製品観察表 (1)
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I)鯛"汽(fift

図~,沿•> 沿傾 ，fl別 I/; (ca) 1,t 彫Ill、込形のn微 mi亨の,~微 Ill I. 
蠣＂グリッド

26 k糾 ,輯, ((35..23) ) 讀～隣澤 ●籐にあたる露分を賛情ttに作り、その・'こ綱交＂を CS I 
轟す．

~ 
27 1:1111'! ,鳥,I ((42..25) ) りi ドする沈繊躙とそのヽi胃に纏か\·~ドだ文を亀して¥' 1)5 I ,J,"'i: 鋼の囀畠か

る

路 I'. 餌 /.'I M ((53..51) ) """" 隅l欅 A賣“と鯛血にかけて、綱烹”文が亀されている． C5 I 

,,e,. •• r, 霞ヽ3費舟杖でlitt.綸n文がに交患1るようにt●l'r青,状.. 
2'J 逗彫l:l'!M II 5A R) 肥r欠り1 のr:uヽこよるギ みらいる.llff; 外,ti1:: 1)51 

a <2. の心そ籍しそのM.:量,,.,.るよう1.:綱安帽
文t-,r.,-る.

f" f. ((81..85) ) 
← 

30 t:,tl(鰤 Y出島り約なll法によるII状えを111し． •畢Iゎ3彫り 051 

,ff , ((15..43) ) 
"'と"''みられる， -- ＿＿ 

31 l:fllf鰤 :t.状文セ竃し. ・JIU透●：：りとみられる 031 

lL fl¥ (4.3) 
.. 

32 l:fllT. 
＂血嬬置に爪！鰐文と鑽みを籍 L.内鍼ドは尤編文を

ll3 I 1.6 "する, ___ ,.., .... 
I 旺iの'f~JII饗1.:.'¥fitt繊を•JIS, 鴫霞に I.R 翼 ~,tIll 

:ti l:'IJ.f鰤 “ ff (G.2) 
2.0 ., !1ttill、1111%,: 鱗文である. c·r-iょ，，f,\~Ji!~貼fl、I; 011 

IこL を編'C I 

f“ 凡f. (6.6) ぶlll 鱚スで．断111U~角射に近く.nmu1え員lであるが` ． Ot I 34 l:!tJf● 1.7 寅11tiur;t'快9↓をヽ,... る．
•• ● •• —'"""'""''" -咋-~ ー I・賣lflスiで、断釦: ~ 和滋く、 /~~1.:¥JI! であるが．ー 1w1 I-~5 l:ft.lf鰤 I ' ょ累！ U快Itを9バも．--

fれf ((27..06) ) t-蝙文で• ・r 1'11噴がみらt↓る - -・- 051 「3G l:t'lJfl舅 fl彫

晶 4.2 
t-——- -

3; l:filf嶋 〇彫
/,lruifJ)濱纂に遵絨した貼鴫があり中央攘,:らIM;,

031 ,l<fj 2.1 .. られる

且
:rn 

38 1:,-JJf鰤 1.4 fl彫 (•I•心郎11遁孔） 庫スで、ナデ鼻9がみられる． D51 

屈 3.9 
—••••••••••• ト .. ．．．．．．．．．．．．． 

39 1:!l'JJ!I冑 1.:1 Fl彫 鰻文で｀ナ.,.,がみうれる DC.I 

'I<幽は北織により1、貞L..＿ 編置と.,,心の編l'.,.:.tlみを ＋ 

悶
1.3 40 l:Jll「綸 1.4 (I形 亀している．賣血Utf~l.Jしの天鋼しで")JM となって 051 

~'るし

悶
＋ + ー．．．．．．．．．．．．．．．．

41 l:!111(鰤 1.6 Fl形（中心部J1遁II.) /J.tliU. 貼蝙々f(L.鱗置には鯖みセ亀L て••る、 1)-l I 今”1.:1 

闘輻If晶(41..9 7) 
＋ 

42 l:Jjlf鰤 fl形 鱒文で、ナデ鼻釘がみられる， 1).1( 

― 
一•••• ＂＂寛り riUU.にKり、 }父状又及び人嗣状：ベ);;1: ' 1)3 ( 、13 I: 駐 おむすび彫を',¥するか l籍している． .... 

Mヽ •!• 空l:fli¥h阻｛玲 f.tft彫り的UttにJ:り` 人畠I伏 父文を編Lている， E(;J 

(11.64) ) 
ー・ —+ --- ―-― - - .. 

45 ミニチュア I:苔 flゑ（湿分的,.突Isl) n; 沈●スを鼻し、 .襲i:LR胃文を允聞している． D-11 今わ(3. .. 北織の父乃襲に貼鴫を籍している

!oil +. (R3A.5 ) --—--—-—-------- . --
46 ミニチュア I:沿 、l'U ＇ Jllt. 慧文で．ナデ属口がみられる 1}11 

47 ミニチュア I:醤 I/,'S f ((49..07l ) 'I'~ 蝙文で..,..y●帳が9ヽらかる， C:51 

48 ミニチュア I:芯匡1I1 I 圧43..7 G 驚文で、 fr/.わのJli最II禎がみられる＾ 061 
" 9● "'""""""' ~ + 
49 ミニ＋ュア I:岱

f.!~ 3.9 
篇文で.r,1:, .. ~m創E禎と. .,. デ翼9がみられら 1)51 

＋ 

50 l:!l'll'I鯰 鳥PJ I.I I: 店）¥・Wlf 慧文で＊械辺セfJt;,欠いたものである今 00 I 

51 l:'11'11111 ~ l:t k沿n·~JIII 戴えで、“辺を11ち火いたものである E5 I 

52 l:'11'1鑓 ~ 3.9 J; 沿n·~JIII 鱗文で．鍼辺HJ~,火いたしのであろ」 UI I 0.7 
- - -

~ •4i—:.4 ~ , ,., 53 1:111'1鯰 1:111片~JIii ↓鯛を公.ス父.です文＊四をuも欠いたものである＾外血1:1.l:faft 061 

:,I l:f!l'I塁 ~J I: 沿);・PJIII を欠轟いL. 11械が ・Sfl(ILているが．鍮u~ ＋ E9 r 
0.5 を9「ら たしのである．

~ 4.2 
+ --—--- t 

55 l:f'll'I塁 0.7 I: 沿r:・w11
触文で、鍼辺をnら火いたりのである 051 

56 k費l'I塁 ~ 3.8 I: 沿,~n川 l 加のi!fr沈織を籍し•四をHら応•/;いである.＋ 06-1 1.0 

~ 
•一"'一

57 l:fll'IIII 5.0 l: 盆ll'flllll 鯖みを lf'f'~M響があり. tt纏によるIL.-"i文と幽●文 EG I 
1.4 が;.られる H辺をt(ら欠いた,.の--である． ＋ 

,Ill ~0 5.1 58 I: 剛I'll!! i尋．盆1:·~1111 震文で｀“位の1h蠣"l[がみられる 鍼辺をnり欠 I 05 I 
いたらのである... Ill ＂ ー5..6:l ・’’’’’ ~ ----- t 

59 l: 閲l'J塁 0.8 I: ね）； ~1111 鱗文で、縁辺t"trち欠いたしのである I OS I 

~ 5.9 60 I: 製l'I鯰 0.7 
I: ぢi:-~1111 鱗文で• 四をHち火いたしのであろ U6I 

61 勾liv:t;ft品 ij 4.~ f1rJ》J:・11i1:帽り..[したしので、“幽ワ几を1『ってい
I 051 ~"のn然附状をo. るが、 -tn遍である． flj,Uか

第 2表出土土器 • 土製品観察表 (2)
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~t 
w1・ t4~, 沿りl 苔 ft I I, H ll<さ

“ 
rtさ 内｝

観tりliJl. グ ブ・ド
(cm) (cm) (ml) 

fi鐵

五ルンフェルス 2.4 

1.6 0.5 1.4 f', Jlfi"&を 'il;-f'~ 冗躙．贔戴がX訊

2 jjlill 3.0 :rn l.3 21.8 ~ q· — Iぼii

f-.t. 10.6 
， 

3 lft'J/; 芹 5.7 I.I oo.o 
分鋼彬を¥11"'る.JJ螂州配；~"冑嘱_t;翫qされる 00 I 
え",... 

4 ll!'H; 芹 ,t• ルンフェルス 13.0 ,.7 2.1 152.:1 鵬彫を＇Jする.'-"・ 1'6 I 
ート

匹 1 261.1 I~,llt-l を U噌る ＂辺5 ,r,i1; 芹 安,1m I l.7 8.7 OS I 

6 ＂閃 Ii斧 紗 n I 11.6 8.G 2.3 I :l81.8 ~ti(!; を Uする. ~男 051 
"" 

7 Hfti,lf 砂 t: l".8 i;.s J.J 409.5 分馴もをUする ―え殿霰昂 D3 I .. --
8 /Jl'j/;J,- 砂 ¥'I 17.5 8.9 3.4 5-10.1 分銅形を',lする IJ孵欠損 E51 

＋ 

↓ I 13.9 :u I : 瑯 .7， If"'(; 芹 砂 'i: 8.7 ,, 銅嗣を,,,する ,, 飢欠鵬． 1).11 

I 10 閉!l'J(;芹 U色r: 13.0 6.7 3.1 423.2 ~l'IJt: 糟を；；；＂ した氣，'""~胴賢f,if. JJ覧● 1)51 
,'. 織Ill'.のll!•ll'1 あり． ；こ形．

111,u, 芹 砂 n o.8 4.9 1.1 56.1 a心閃ヽ消項霞"を贔11"よる.......、『E(;I 
叩成II, I 

. - 1\-i"~l-" で-111 野を !,i,'す贔-R—x損

U祀ll'<: (2 • . 9) 5.!) 2.8 GI 1.0 >;f'I: 欠損霰熟．

第 3表出土石器観察表

IV 調査のまとめ

今'"'のふ1/f.では近構は検Illできず、追物包含Mの確品とな ったが、純文時代中期～晩IOli'lil染までの J:器、
石器、 l: 製品、 Ii製品が検出された ti次瞑観してみたい。

出土土器について （第 4・ 5図）

今Julの出 I・.I灌｝は全て破J,・沢料であり、体系だった把鉗は困難である またぶ般の.,,が1により、今lnl掲

叔できた柑料は極めて似られているため、）くまかではあるが時期変遷守について触れておきたい

今,,』l確品された t料のうち、帰屈時期が明らかなもので 1:限に{/(fi'1するのがJiil'tltlE II犬.l<-EIll式の

沢料である（筍4)<(II) 点数は少ないが、!1fi.lメ．の包含MのJ,lドh1、あるいは地1111/(I:で検mされている。
似！岱期は後期巾～後岱期 (hll(•t 利J fl式～安1iI・2式）である。該JOJにM屈するi'iHが出 I:I灌MのJ.:.'ll
を占めるといっても過,1ではない この間には、 l"I 谷人、 iff,JI' 東式などの地域性の強い ~行剛人（筍 41"1

10-1:1) の杖料も蘭認されている

晩期のM駈沼料は安行 3式に駈すろもの（筍4図 14・15) が中心であ ろが、大沿48-BC式の所府と思
われる沼料（第 4図21・22) も少1,しながら確認されている

人変雑駁ではあろが、 I: 沿の11¥1:様り1としては第 l次，↓Ur. において糾られた匁l¥.lを辺，辺するものといつて

よいだろう

2 出土石器について （第8図）
J:沿と比較してIi沿の:llJ・.れはかなり少ない。 この傾lりは筍 1次J.11'i地点においても指摘されていろ様

相と人X況ないものである
I'体を占めるH<J,Ui芹は分鉗形を ',¥する形艇 （筍81'43-9) のものが人・r,を占め、仝体的に）,I¥'! で、関整
が粗雑なものが多く謁められる 後期以f名のl,'i徴をぷしているものと行えている 第 RI刈3のように、箆
状 J疇． 具と呼ぷほうが適している校料が見受けられる 。 関体，~!に起因するのか、 Ii:沿種別として li-(1:するの

か、今後の類例確品が/FF'J:iであろう JM"Hi芹 (,ii!I (SI 10 • II) には使JI!If! 跨が品められ、‘火川品 とゼえ

られる..fi鏃（筍81"1 I ) は折 Ill しているが,",J,~ ィ j 苓鏃が 1 点au し、 1€1;!1 町辺跡，~lfi. 会が報:•; している

範(Iりでは本fi料が初の確認例となっている 第 1次ぶ介．時にはイi鏃の木検川をもって辺跡の'E哨J.1;殻に，i
及したが、潟(i範rmの狭小さ、集治のI祈(1:をt眼とした逍跡令容については未解lVJな部分が多いことをど
えると、 今後のfi料刑hllを待って、改めて行京すべき11:J題といえるだろう。

ー10-



3 土製品 ・石製品について
今 ~•I の、謁代では、上偶、必形 l:: 製品、“飾、 I: 版、分類イ＜町の小窄 I:製品、ミニチ ュ ア 1沿~' l: 製Pl盤
が出 J:している 内容は、記述にふり、本りiでは総体的に汰づいたことを出しておさたい
上僻に関しては114ぷにはいたらなかったものの、IllI: 沢料のヽI • に iがI•空 1亭:l料のuJ能fl:のあろ小破n-も、は
められている

分類イくりlの小空 l:製品については棺理巾には類例の把肘にいたらなかった

び，.Urnl影における配ii'!についても＇/り定的であることをお断りしておきたい
災、側面に 'I"肉彫り的技法で施文されており、あまり煩例を見ないものである
;t芥兄のご教ぷを乞う次第である

そのため、今(ulの‘必洞l図及
l:J版もITii取りがなされたu
減に心代しいが、煩例等、

.Lf飾は第 5~130 がIll J: 沢料•I•でも特下されるfinである 県内では赤城辺跨出 I:の俎例打科がよく匁l
られているが、鋭利で深い彫り込みを施す製作技巧の1,:jさは、千網ヶ谷};辺跡Illl:fi 料に代 1~される・群

との煩似性が極めて1,'6い 第 1次ぶ1clllI: のものも含め、他の“飾と r:t,,1 らかに ~ti な印象を受ける 搬

入のuJ0011; をぷ唆するれ料としてあげておさたい
ミニチュア J:沿にはf,'IWJJ: 器と111'1I: 沿が見られろ 第6('i(j 45は約製 I:沿の破1:・tt科であり、"'製さ
れた胎J:をJI!いて緻密に近作されていることがわかる 赤彩も必められ、他の沢料とは ・線を画すもので
ある 粗製 t岱は概ね椀形を·.~する撫文 I:岱である なお、 45は令面に赤彩のjj{跡が観京されたが、ヽ'I
該JPIの彩色された I・.沿の煩例には、令,fii赤彩以外に、赤彩と！！し彩を冷り，［ねた例も知られている (I;沢 ，
幼i史河似ばか20IX;)。 こうしたli'i例から、本沿料にも県彩が施されていた"'能代は否定できないが、打科観
各｛によって確認できたIi!跡のみ('i(jぶした.,t.: 辺跡のような台地 I:の逍跡では、低湿11;の迅蹄と比べ、稼i料
の追(i-状態はf,tiめて悪いため、使m時の状況を窺うことには臥界かある 本沢料についても顔料が偶然残
されただけと月えられるが、その希少忙ゆえに小類に含めた 第6l'i(j 46、47Iよミニチュアというにはや
ゃ人駁りなものであり、厳密にl:t今,.. , の分類範りに含まれるものか否かについては、改めて検,t{が必淡で

あろう。

勾Ii状ィi製品 （筍7l<l 61)は今i"iIll I: したイi製品の小では t、~'nすぺきものであろう 。 1·:<1,,, lれu'iiの成形紺
跡がf,ti めて ~i 抒であるが、災面および緑辺部については、人,~的成形の紺跡を招極的には、認めがたい状態

である 。 また頭部には ,~i1!1i'll'化を施していろにも IJ!J わらず、 rr通にいたっていない 現状は4,J'Iり.:1iUで
あり 、穿孔ii名りの難易代から斬念したものとはどえ難い 結果的には Ii製品を紋図したものとは息われる
が、完成品として扱うには閲躇せざるを得ない1/1iがある

V 今後の課題

今lnlの、悶ftl>(からは全体に東側に級くじi斜し、中央部に汲い伏祁が必められろ。泊川の滞流部分が極め
て浅い人りn:状地形を形成していた11/能ヤtが行えられる 流路あるいは滞水J,lが(i-(1: したとすれば、それ
は集裕の東限をぷ唆するものかもしれない。

確，認された迫物包含Mの規校、 Iiil: 迅i物の内容を行えると、特に後期～晩印lにかけて安定した継絞代を
示す集落の(i-(1:が浮かび J.:がってくろが、 JHcで検：IIされた辺構は極めて少なく、災沿としての憐/,,1追跡
について,ld述するには未だfらない これまでのぶ介鮎果からは、現(~の辺跡範IIH内におけろ北西部を,,,

心とした・llf、場合によっては史に西側に広がる形で集落が(i-(t; すろ11/能f1:が f想されるだろう
今後の、~fl.においては、まず迎構の様り1を捉えることが,n要な課題である 東落本体の鎚認はもとより
だが、迫物包含Wにおいても、埋没迅構の検：IIに允分なii'.なが必要ということができる。
本内は'ltl』t的には慨報的なf1:格の怜iいものとなったが、今後橋H逍跡の内容を名'f.iするにあたって、 m

要な諜頌を提示し 1~たということができる

l,l後に、今1111のJ'J1'iの'.J.!施から ·rr してご~n解とご丈援を l!'l った地権行の ,jヽ川 ：X1様、株式会社しまむら

のi芹様に、こ の場を術りて心よりお礼を,JiしJ:lf、下を訳く次第である。
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ふりがな はしやいせき（だいにじ）

,,, 名 橋！社追跡（第2次）
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シリ ー ズ名 埼 Ii県深谷 1li~I!祓文化財発掘ぶ仕報作.'I
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編洛/';名 森 I、'IJ,li郎

糾集機 1月 深谷,1,教介委U会

i祈 {1: 地 〒366-0823 埼ぷ県深谷iii,j,(l;lllf I 7 -3 
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深谷,1,,Jヽ1liirll 11218 (l6・013 J6 07 16 139 13 26 20050620-0729 l,!KlOn! 店舗紐設
410・2、411・3

所収氾跡 種別 主な時代 tな迅構 tな迅物 1、:;,rc・J:f!i

縄文I:器

怜松逍跡 集落跡 則文時代 追物包含M
I・. 製品 縄文時代後期～晩期にかけての I.:製品、

イi沿 ィi製品が出I・.

fi製品

埼 I浪，し深谷,,,.埋蔵文化財発掘，;l,1介報作，'f第97集

橋屈追跡（第2次）
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